
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年4月）

１位：スイス 35.1%
２位：中国 24.5%
３位：コンゴ(民) 16.9%
４位：シンガポール 13.2%
５位：ルクセンブルク 2.2%
その他 8.1%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年4月）

１位：南アフリカ 34.7%
２位：アラブ首⾧国連邦 12.9%
３位：中国 12.1%
４位：コンゴ（民） 5.2%
５位：インド 5.1%
その他 30.1%

２．主要輸出品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から4月までの貿易額。1USD=16.10ZMW（2020年4月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から4月までの貿易額。1USD=109.25円（2020年4月まで

の日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年5月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．政府，社会的現金給付事業を継続（Daily Nation, 3日）
ムレンガコミュニティ開発・社会サービス大臣は，政府は新型コロナウイルス禍において，現金給付を通した社会的
弱者への資金供給を加速させる方針であると述べた。同大臣は，国内の社会的弱者は周囲の支援をこれまで以上に必
要としていると述べた。

２．政府，IMFによる新型コロナウイルスのファシリティに申請（Daily Mail, 8日）
ザンビアはIMFによる新型コロナウイルスの影響緩和のためのファシリティであるラピッド・クレジット・ファシリ
ティ（Rapid Credit Facility: RCF）に申請可能な５０か国に含まれている。政府はすでにRCFに申請しており，審査
結果を待っている状態である。

３．ルング大統領，国民生活は「New Normal」として再開（Daily Mail, 9日）
ルング大統領は国民に対して，新型コロナウイルスと共生する「New Normal」を受け入れるよう促した。同大統領は
ザンビアはマラリア，結核，HIV/エイズといった疾病と同じように，新型コロナウイルスとも共生していく必要があ
ると訴えた。

４．政府，規律なき雇用主に警告（Times of Zambia, 14日）
シムココ労働社会保障大臣は，新型コロナウイルスの流行下において一部の雇用主が従業員に対し，違法解雇，給与
未払い，強制休暇といった措置を講じる事例があるとして従業員側から苦情を受けていると述べるとともに，右違法
行為に対してしかるべき対応を取ると警告した。

５．政府，2020年の国家予算の修正方針を表明（Daily Nation, 18日）
ンガンドゥ財務大臣は，政府は2020年の国家予算を修正する方針であると明かした。同財務大臣は，干ばつ，洪水及
び新型コロナウイルスに起因する歳入減少が予算変更の理由であると述べた。

６．ZANACO，ザンビア経済の回復を予測（Daily Nation, 20日）
ザンビア国立商業銀行（ZANACO）は同社の四半期経済見通し報告において，2021年のザンビア経済は2019/2020年
の雨季の好調さを背景とした農業部門の改善により復調すると予測した。

７．政府，中小企業に着目（Daily Mail, 22日）
政府は国連開発計画（UNDP）と連携し，新型コロナウイルスが中小企業に及ぼす影響を評価するための調査を開始
した。右調査では，パンデミックの影響を受けた中小企業の社会経済状況に係る包括的データが集約され，政府によ
る今後の政策立案に活用される見込みである。

８．COMESA，新型コロナウイルス禍における円滑な貿易対応を推進（Daily Nation, 25日）
COMESA閣僚理事会は，新型コロナウイルス禍においても円滑な加盟国間の貿易が継続されるためのガイドラインを
採択した。右ガイドラインは新型コロナウイルスのパンデミックによる混乱を避けつつ，加盟国全体で協調的かつ効
果的に貿易対応を実施することを目指している。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 25,512 (est) 21,731 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.52 -3.51 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 7.9 (Dec) 16.6 (May)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 216.99 (Dec) 264.38 (May)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 303.37 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -36.44 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 2,095.37 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 86.10 *3
14. 輸入（総額，百万米ドル） 9,497.75 1792 *2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 122.54 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 241 -1,203 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,450 1,029 (May)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 11,300 11,300 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 18.22ZMW (May)
22. 主要政策金利（現行，年利％） 9.75 (Nov) 9.25 (May)


